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雄・島田忠臣・在原業平・大江朝綱らの文人貴紳が任を全うすることになる。その交流の際の宮中行事や宴の中で漢詩も詠まれ、勅撰漢詩文『経国集』 『文華秀麗集』そして私撰集『菅家文草』にも入集されている。またその逸話が説話集に入っていたり、他文学作品にも関連し 高麗人と は『源氏物語』においても、光源氏が賜姓源氏として始発することになる物語が、鴻臚館での高麗の人相見の判断を重視 の事であった。 『三代実録』 では渤海大使王文矩が時康親王（後の光孝天皇）を望見して、 「至貴の相あり、それ天位に登りたまふこと必ずなりと云々」 予言した、 と伝えている。
 
一方宮中においても渤海使節の接待として、宮中行事の聖場に参



























場合もある。そう た来朝には入京させない事例もあるし、宮中行事に参列させて接待することもない。これからあげる来朝事例は平安宮中 おいて接待してい 場合を掲げてみる。
 
第十四次渤海使節一行の大使は慰軍大将軍大昌泰である。前使節
は来朝の間隔が短いことで日本側は難じていたが、今回は延暦十七年（七九八）に入京して る。桓武天皇の御代で、平安京遷都後五年ということもあり、渤海使も国書持参ということ 余裕 ある接待を受けている。 『日本後紀』 『類聚国史』 『日本紀略』等に記されて
いる。余り短い間隔での来朝を禁じた前年の「六年一貢」案も撤回されている（ 『日本後紀』 ） 。また延暦十八年（七九九）元旦の大極殿での朝貢にも渤海客が陪席している。七日には龍尾道上に仮殿を建てて天皇が臨御して歌舞 奏上され、渤海客も招かれて、賜禄が行なわれ いる（ 『日本後紀』 ） 。十六日も天皇は大極殿に出御し、渤海客も招い 楽を奏し、全員庭で踏歌を繰り広げている。十八日は天皇が朝堂院に出御して射を催 、五位以上の貴族の後、渤海客も射に参加している。このような歓待に与って、路難を厭わなければ毎年でも来朝を許す旨の国書 受け 、滋野船白の送渤海使に伴なわれて、帰国している（ 『日本後紀』 ） 。十四次渤海使節大昌泰一行は、平安朝初代帝王桓武天皇の宮中行事に歓待され 栄を受け、平安朝における渤海交流の輝かしい始発を示している。
 
十七次渤海使節は高名な文人王孝廉が、平安朝三代目の嵯峨天皇
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仁貞の詩「七日禁中にして宴に陪る詩。一首。 」を詠んでいる。日本側には滋野貞主が渤海使節をもてなすために、出立する際に贈った巨勢識人の七言律詩 ある。坂上今雄 は「秋朝鴈を聽き、渤海入朝高判官・釋録事に寄す。一首 」がある。坂上今繼には「渤海大使が寄せられし作 和す。一首 」がある。先の滋野貞主には「春夜鴻臚に宿りて、渤海入朝王大使に簡す。一首。 」がある。桑原腹赤には「渤海入覲副使が『公に龍顔に對
まみ
ゆることを賜ふ』の作に和す。一











左允王文矩が来朝している。翌十三年（八二二）元旦は朝賀に参列している。 十六日には天皇が豊楽院に出御して、 踏歌が奏せられる。特筆すべきは らが打毬を演じていることである。 『経国集』嵯峨天皇と滋野貞主の詩 入集されて、その関心の高さが窺える。内容は後章で触れたい 二十 も一行を饗応している。翌日王文矩一行は帰国の途についている。もっとも安定した半島と 交流になっている。
 
二十二次使節は天長二年（八二五） 二月三日、政堂信少卿の高




二月三〇日能登 一行百人もの員数で来朝している （ 『続日本後紀』 ） 。仁明天皇の御代で、 天皇は嵯峨皇子であった 年期未満ではあるが、遠路荒波という苦難にも関わらず来朝したと うことで、厚遇を与えている。同 年（八四九）五月三日豊楽殿 宴を催し、大使王文矩にはこれまでで最高 従二位を授けている。五月五日に 武徳殿における騎射に陪席させて、 一行には薬玉を賜わっている （ 『続日本後紀』 ） 。五月十二日一行は帰国の途 就い 一章でも記 た
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ている。皇権を高めた天皇として名を留めている。寛平六年（ 九四）十二月二十九日に来朝し、入京したのは翌年（ 九五）五月七日である。五 十一日豊楽殿に幸して、宴を賜わっ 十には朝集堂で饗を賜わっている。十五日には菅原道真・紀長谷雄らを鴻臚館に遣わし酒饌を賜わっている。詩文の交歓は『菅家文草』に収められている。十六日には帰国の途 ついている。
 
 
三十三次の大使は裴璆で、 裴頲の子息である。 来朝は延喜八年 （九


















































































































































































































































































































所収論稿において指摘している。 歴史的実証としては日本の有職故実書『年中行事抄』に記される、唐玄宗皇帝の御代の書『朝野僉載』の記事で言う、 「唐先天二年（ 一四）正月十五日」の長安城内の踏歌が中国における最古の文献資料 ある。日本での文献上の初出資料は「天武天皇三年（六七四） 」の踏歌であり、こ 日本側の史料の方が歴史的に古い史実となっ
 
その上日本においては平安京の幕開けの七九五年正月に桓武天
皇が催し、渤海使節を迎える宮中行事として、桓武天皇そして嵯峨天皇が催しているという歴史的事実がある。 『源氏物語』における初音の巻・真木柱の巻・竹河の巻なども、歴史上 ける踏歌の 権との連関という意識・思想によって理解すべきこと 思われる。そうした視点に立脚するも として、袴田光康論稿「男踏歌と宇多
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安時代において至高の文化的営為である。曲水の宴は三月上巳という年中行事 加え 、浄め祓うという水辺で觴を流しつつ、詩文を詠むという文芸上の表現を作り上げる場にもなった。渤海大使は当初武官であったが、日本平安人の志向もあって文人 渡航させるようになる。曲水の宴は三月 みならず催 。
 
二十八次使節では貞観十三年（八七一）五月二十四日、大使楊成


















仰が織り込まれ いる。記紀では伊邪那伎命が黄泉 国から逃げ帰る際に、桃の実を投げつけて助かっている。桃の節供における形代や雛飾りの風習も伝承して 渤海使節を迎えて 曲水の宴も唐風の文化を継承していることを表出している。
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接待をしている。王文矩は三度目の来朝で、嘉祥元年（八四八）十二月三十日のことである。前回の使節から来朝の期間が短いということもあり、翌年四月二十八日に入京している。端午の節供を迎えて武徳殿における騎射に招かれ、宴を賜わっ 息災長寿を願う薬玉も賜わってい 。仁明天皇は嵯峨皇子と 唐文化や神仙思想・歌舞に 深い関心を持つ帝王であった。
 
第三十次の文人大使裴頲の来朝時にも騎射を催している。元慶六
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17）る。 平安時代初期に政治体制を確立した嵯峨・淳和 （嵯峨弟） ・

























。 （ 『続日本後紀』 ） 。
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図６「打毬楽」（天理大学雅楽部） 
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未の刻に、馬場殿に出でたまひて、げに親王たちおはし集ひたり。手結の、公事にはさま変りて、次将たちかき連れ参りて、さまことにいまめかしく遊び暮らしたまふ。
女は、何のあやめ




夜に入 はて 、 何ご も見えずなりはてぬ。 舎人どもの禄品々賜る。いたく更け 人々みな かれたまひぬ。
 
 馬への乗尻は武徳殿の催しよりも身分の高い近衛中将・少将らまで馳せ参じている。騎射や競馬が催される。奏楽は打毬楽と落蹲が演じられている。六条院は宮中以上の造 様である。ここで雑芸の中で打毬が演じられ という説がある
（注
18）。 「身を投げたる手まどは
し」を日向一雅論稿では注視していて、打毬説を主張す 王文矩一行の打毬を実際に目にした嵯峨天皇と滋野貞主は「廻杖」いわゆるスティック、 「流星」 見 てる毬即ち打毬楽であれば毬子の方に気を向けている。その速さが驚きなのである。
図５
における賀茂御
祖神社の流鏑馬神事における騎射を拝覲する 、闕腋 袍を身に付けた武官が弓を左手に持ち 右手で弓弦を引っ張っている。両手は手綱を握ってはいない。騎射の両手は馬を抑え ない。両足 みが馬に付 鐙にかかっているの ある。袍の袖 なびかせ 、射
かける弓矢だけ手に持って手を支える馬具はない。こうした不安定な乗り方をしてなくてはならない。騎射のこうした乗り方が「身を投げたる手まどはし」なのではあるまいか。打毬や競べ馬の乗り手は片方の手（右利きなら左手） 手綱を握っていられるのである。論者 武者姿での打毬 見たことがある。ほとんどが片手スティック、もう一方の手は手綱を握っている。両 でスティックを持つはかなり高度な技能を有した者である。
 
本稿では、蛍巻の六条院夏の町での端午の節供を描いて、邸宅主





賀城碑は格子囲いの覆屋に保存され、複製は博物館に展示されている。 文は多賀城と京・蝦夷・常陸・下野とともに唯一の異国であ 靺鞨との距離などを記している。靺鞨人 八世紀中期に第三代大欽茂王が唐から渤海の名を与えら 渤海国王を名乗るようになった
 





























































八四年十一月所収） 、 「同題（２） 」 （ 『専修大学人文科学研究所月報』一〇一号、一九八五年一月所収） 。またこれらを改稿・加筆して拙著『源氏物語
 
宮廷行事の展開』 （おうふう・一九九一年
九月）に収める。張鳴論稿「唐宋〝踏歌〟考釋（上篇） 」 （日本大学文理学部人文科学研究所『研究紀要』六一号、二〇〇一年七月所収） 。張嗚論稿「同題（下篇） 」 （黄砺鋒編『第二届
 
宋代
文学国際研討会論文集』 江蘇教育出版社、 二〇〇三年六月所収） 。趙維平論稿「奈良、平安時代における中国音楽の受容と変容
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拙稿 「源氏物語などに見る節供―桃と菖蒲の祓―」 （季刊 『悠






















日向一雅論稿「 『蛍』巻の騎射と打毬」 （ 『源氏物語
 
東アジ
ア文化の受容から創造へ』笠間書院、二〇一 年三月所収） 、先行論稿「源氏物語『蛍』の騎射と打毬」 （ 『源氏物語
 
重層する
歴史の諸相』竹林舎、二〇〇六年四月所収）がある。
 
